
１４令和元年９月号

情
報
情
報

の

く
ら
し

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

■随時募集住宅

普
通
救
命
講
習
会

　
消
防
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
止
血

法
な
ど
の
応
急
手
当
を
身
に
つ
け

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
　
日
（
土
）
９

１４

時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１２

３０

▼
と
こ
ろ
　
消
防
本
部

▼
対
象
者
　
中
学
生
以
上

▼
定
　
員
　
　
名
３０

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９

月
　
日
（
木
）
ま
で
に
警
防
・

１２
救
急
グ
ル
ー
プ
（
消
防
本
部
緯

４
２
～
３
２
５
５
）
へ
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月

分
▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
，５

０
０
円
）
。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

市
営
住
宅
随
時
募
集

▼
随
時
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お

り
※
こ
の
他
に
も
、
空
戸
住
宅
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と

･ ･

基　本　家　賃面積種別住宅番号地区名区分

１８,７００円～４９,６００円６２㎡２ＤＫKH１８－８歌神一区地区

改良

１９,２００円～５０,９００円６４㎡２ＬＤＫTH７－１９

東光三区地区
１９,４００円～５１,４００円６４㎡２ＬＤＫTH９－１４

２１,１００円～５６,１００円６９㎡３ＬＤＫTH１０－５

２１,１００円～５６,１００円６９㎡３ＬＤＫTH１０－１３

書
▼
決
定
方
法
　
申
し
込
み
順
に
入

居
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

市
臨
時
職
員
募
集

繋
保
健
福
祉
課

■
職
　
種
　
認
定
こ
ど
も
園
調
理

員
▼
募
集
人
数
　
１
名

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１３

▼
勤
務
内
容
　
調
理
全
般

▼
賃
　
金
　
時
給
８
６
４
円

▼
休
　
日
　
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
方

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
（
水
）

１１

※
応
募
締
切
後
に
面
接
を
実
施
、

応
募
が
な
い
場
合
は
随
時
受
け

付
け
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事

業
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
３
２
１
３
）

罫
市
立
病
院

■
共
通
事
項

▼
採
用
予
定
日
　
採
用
日
に
つ
い

て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
、
紹
介
状

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）
、
資
格

免
許
証
の
写
し
（
臨
床
検
査
技

師
の
み
）

▼
採
用
試
験
　
応
募
書
類
受
領
後

に
面
接
を
実
施

■
職
　
種
　
臨
床
検
査
技
師

▼
募
集
人
数
　
１
名

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

▼
休
　
日
　
土
・
日
曜
日
及
び
祝

祭
日

▼
賃
　
金
　
時
給
２
，０
０
０
円

▼
応
募
資
格
　
臨
床
検
査
技
師
免

許
を
有
す
る
方

■
職
　
種
　
看
護
助
手

▼
募
集
人
数
　
若
干
名

▼
勤
務
日
数
　
月
　
日
程
度
（
勤

２２

務
日
数
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

▼
勤
務
時
間
　
陰
７
時
　
分
～
　

１５

１５

時
　
分
、
隠
８
時
　
分
～
　
時
、

４５

３０

１７

韻
　
時
　
分
～
　
時
、
④
　
時

１１

３０

２０

１６

～
翌
９
時

※
基
本
は
右
記
時
間
を
シ
フ
ト
に

よ
り
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
賃
　
金
　
時
給
９
６
０
円
（
通

　
勤
手
当
、
夜
勤
手
当
あ
り
）

▼
応
募
資
格
　
不
問
（
ホ
ー
ム
ヘ

　
ル
パ
ー
２
級
資
格
が
あ
る
と
な

　
お
可
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
市
立
病

院
事
務
局
（
緯
４
２
～
３
１
８

５
）

………………………………………………………………………………………



１５ 令和元年９月号

くらしの情報
募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

自
衛
官
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
学
校
学

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

▼
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）　

歳
未
満
の
方

２１

▼
受
付
期
間
　
９
月
５
日
（
木
）

～
　
日
（
月
）

３０

繋
防
衛
大
学
校
学
生

▼
一
次
試
験
　
　
月
９
日
（
土
）

１１

・
　

日
（
日
）

１０

▼
二
次
試
験
　
　
月
　

日
（
火
）

１２

１０

～
　
日
（
土
）

１４

罫
医
学
科
学
生

▼
一
次
試
験
　
　
月
　

日
（
土
）

１０

２６

・
　

日
（
日
）

２７

▼
二
次
試
験
　
　
月
　

日
（
水
）

１２

１１

～
　
日
（
金
）

１３

茎
看
護
学
科
学
生

▼
一
次
試
験
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

１９

▼
二
次
試
験
　
　
月
　

日
（
土
）

１１

３０

・
　

月
１
日
（
日
）

１２

▼
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地

方
協
力
本
部
滝
川
地
域
事
務
所

（
緯
２
２
～
２
１
４
０
）

　
令
和
２
年
度
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
職
　
種
　
技
術
職
員
（
土
木
職
・

社
会
人
経
験
者
）

▼
採
用
人
数
　
若
干
名

▼
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

５７

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し

た
方
で
、
水
道
・
土
木
工
事
の

実
務
経
験
が
お
お
む
ね
３
年
以

上
あ
る
方

▼
採
用
要
件
　
構
成
市
町
（
滝
川

市
、
砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
奈

中
空
知
広
域
水
道

企
業
団
職
員
募
集

井
江
町
）
に
居
住
で
き
る
方

▼
提
出
書
類
　
企
業
団
が
交
付
す

る
願
書
・
履
歴
書
・
職
務
経
歴

書
、
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書

・
成
績
証
明
書
、
資
格
証
明
書

の
写
し
、
受
験
さ
れ
る
方
の
住

所
・
氏
名
を
記
載
し
た
は
が
き

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
（
火
）

２４

▼
試
験
日

▽
一
次
試
験
　
　
月
６
日
（
日
）

１０

▽
二
次
試
験
　
　
月
下
旬
予
定

１０

▼
採
用
予
定
日
　
令
和
２
年
４
月

１
日

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知

広
域
水
道
企
業
団
（
緯
５
３
～

３
８
４
０
）

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
市
で
は
蜂
の
巣
の
駆
除
は
行
な

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
宅
敷
地

内
で
の
駆
除
は
専
門
業
者
（
有

料
）
に
依
頼
す
る
か
、
ま
た
は
市

蜂
の
巣
の
駆
除
は

専
門
業
者
に
外

で
は
無
料
で
防
護
服
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
園
や

道
路
な
ど
の
公
共
の
敷
地
内
で
蜂

の
巣
を
発
見
し
た
場
合
は
、
市
へ

情
報
提
供
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

　
９
月
　

日
（
土
）
か
ら
　

日

２１

３０

（
月
）
ま
で
の
間
、
秋
の
全
国
交
通

秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
り
い
ま
だ
に
多

く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、
あ
る
い

は
心
身
に
損
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
安
全
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
赤
歌
警
察
署
・
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
作
戦
本
部
・
歌
志
内
市
〉　

時　　間場　　　所

１０：００～１１：２０市 役 所 前

１２：３０～１３：２０市 立 病 院 前

１３：４０～１４：２０道 の駅駐車場

　
次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
市
内
を
巡
回
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
４
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

３
２
１
３
）

献
血
の
お
知
ら
せ

■巡回場所と時間



１６

くらしの情報

令和元年９月号

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

■
次
の
よ
う
な
場
合
は
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
！

　
会
社
を
退
職
（
失
業
）
し
た
と

き
は
、
本
人
と
扶
養
し
て
い
る
配

偶
者
に
つ
い
て
も
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金

が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
と

き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
支
払
い
は
安
心
・
便
利
・
確
実

な
口
座
振
替
を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
国
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
で
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
支
払

い
が
で
き
な
い
場
合
や
、
「
つ
い

う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
納
め
忘
れ

の
防
止
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
保
険
料
の
納
付
書

と
預
貯
金
通
帳
及
び
通
帳
の
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
ま
た
は
年
金
事

務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
や
引
き
落
と
し
に
手
数
料
は

老
後
を
支
え
る国

民
年
金

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
最
初
の
引
き
落
と
し
は
、

申
し
込
み
の
１
～
２
か
月
後
と
な

り
、
開
始
月
は
、
後
日
お
届
け
す

る
「
口
座
振
替
開
始
の
お
知
ら

せ
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
～
２
１
４
４
）
ま

た
は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１

７
）
へ
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

『
さ
ば
カ
レ
ー
う
ど
ん
』

め
じ
は
小
房
に
分
け
、
小
松
菜

は
２
セ
ン
チ
長
さ
に
切
る
。

②
鍋
に
小
松
菜
以
外
の
①
で
用
意

し
た
材
料
、
水
を
入
れ
て
煮
る
。

③
野
菜
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
小

松
菜
、
さ
ば
缶
（
汁
ご
と
）
、
め

ん
つ
ゆ
を
入
れ
て
ひ
と
煮
す
る
。

④
火
を
止
め
て
ル
ー
を
加
え
て
溶

か
す
。
再
度
火
に
か
け
、
水
溶

き
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

⑤
う
ど
ん
を
温
め
て
丼
に
入
れ
、

④
の
カ
レ
ー
を
か
け
る
。

▽
野
菜
の
種
類
は
お
好
み
で
、
１

人
分
１
０
０
ｇ
が
目
安
に
な
り

ま
す
。

▽
ご
は
ん
に
か
け
る
場
合
は
、
片

栗
粉
を
増
や
し
て
と
ろ
み
を
強

め
に
し
ま
す
。

　
歌
志
内
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

（
小
島
照
美
会
長
・

推
進
員
　
名
）
か
ら
、

２２

お
す
す
め
の
健
康
料

理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
さ
ば
水

煮
缶
を
使
っ
た
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ

ー
う
ど
ん
で
す
。
さ

ば
缶
に
含
ま
れ
る
た

く
さ
ん
の
栄
養
素
が
効
率
良
く
と

れ
、
う
ど
ん
半
玉
で
も
野
菜
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
る
の
で
、
低
カ

ロ
リ
ー
で
満
足
で
き
る
１
品
に
な

っ
て
い
ま
す
。

①
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
に
ん
じ
ん

と
大
根
は
い
ち
ょ
う
切
り
、
し

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

▼材料（２人分）
　さば水煮缶 …………… １／３缶
　玉ねぎ …………………… ５０ｇ
　にんじん ………………… ５０ｇ
　大根 ……………………… ５０ｇ
　しめじ ………………… １／３袋
　小松菜 …………………… ５０ｇ
　水 ……………………… ２５０cc
　カレールー …………… １かけ
　めんつゆ（3倍濃縮）  小さじ１
　　片栗粉 …………… 小さじ１
　　水 ………………… 小さじ１
　ゆでうどん ……………… １玉
▼１人分の栄養価
　エネルギー ………… ２７８kcal
　たんぱく質 ……………… １２ｇ
　カルシウム …………… １５６㎎
　食物繊維 ………………… ４ｇ
　塩分 ……………………… ２ｇ

政
治
活
動
用
事
務
所
の

看
板
等
証
票
切
り
替
え

　
本
市
の
公
職
の
候
補
者
等
（
現

職
、
候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
な

ど
）
ま
た
は
後
援
団
体
が
、
政
治

活
動
用
の
事
務
所
に
立
札
及
び
看

板
を
掲
示
す
る
場
合
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
交
付
す
る
証
票
を
貼
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
証
票
の
有
効
期
限
　
　
月
　
日

１０

３１

（
木
）

▽
　
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
看

１１板
等
を
掲
示
す
る
場
合
は
、
有

効
期
限
が
切
れ
る
前
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
請
し
、
証
票
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
新
し
く
看
板
等
を
掲
示
す
る
場

合
、
そ
の
都
度
申
請
し
て
証
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
（
緯
４
２
～
３
２
１
２
）



１７

くらしの情報

令和元年９月号

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

　
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
９
月
3
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

村
田
　
雅
彦
弁
護
士

▽
９
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１７

１０

１２

河
西
　
宏
樹
弁
護
士

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

札
幌
弁
護
士
会

無
料
法
律
相
談
会

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
8
8

　
「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害

に
あ
っ
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
つ
な
が

る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
地
方
消
費

者
セ
ン
タ
ー
（
緯
２
３
～
４
７

７
８
）
ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
緯
１
８
８
）

…………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
４
ト
ン
ユ
ニ
ッ
ク
運
転
手

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

罫
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
フ
ロ
ン
ト
及
び
事
務
員
補
助

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

荊
電
子
部
品
組
立
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

蛍
介
護
職
員
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
土
木
作
業
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）
へ
。

求
人
情
報
 （
８
月
　
日
現
在
）

１３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業

を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

※
く
わ
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w

w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.ta
is
y
o
k
u

k
in
.g
o
.jp
/

）
ま
た
は
建
退
共

北
海
道
支
部
（
緯
０
１
１
～
２

６
１
～
６
１
８
６
）
へ
。

苦
情
審
査
委
員
制
度

新
入
学
児
童
の
就
学
時

健
診
を
実
施
し
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
健

康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
９
月
上
旬
に
対

象
児
の
保
護
者
宛
に
案
内
文
を
送

付
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
８
日
（
火
）　

１０

１４

時
～

▼
と
こ
ろ
　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お

ぞ
ら

▼
対
象
児
　
平
成
　
年
４
月
２
日

２５

～
平
成
　
年
４
月
１
日
に
生
ま

２６

れ
た
幼
児

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
～

４
２
２
３
）

　
道
が
行
っ
た
仕
事
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、
「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。

自
身
の
利
害
に
係
わ
る
苦
情
で
あ

れ
ば
、
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
苦
情
審
査
委
員
が
中
立
的
な
立

場
で
、
道
の
機
関
に
対
し
、
必
要

な
調
査
な
ど
を
行
い
、
審
査
の
結

果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点
や
制

度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
苦
情
申
立
の
窓
口
は
、
道
庁
の

『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』
か
空
知

総
合
振
興
局
の
総
務
課
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
、 
北
海
道
総
合

政
策
部
知
事
室
道
政
相
談
セ
ン

タ
ー
（
緯
０
１
１
～
２
０
４
～

５
５
２
３
）
ま
た
は
空
知
総
合

振
興
局
総
務
課
（
緯
０
１
２
６

～
２
０
～
０
０
１
３
）
へ
。



１８令和元年９月号

くらしの情報

編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
４
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９

月
　
日
（
水
）
ま
で
に
予
防
・

２５
保
安
グ
ル
ー
プ
（
消
防
本
部
緯

４
２
～
３
２
５
５
）
へ
。

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ま

た
、
用
具
が
準
備
で
き
な
い
場

合
は
、
当
日
貸
し
出
し
を
し
ま

す
。

　
火
災
予
防
の
普
及
啓
発
と
市
民

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
、
歌

志
内
市
防
火
安
全
協
会
主
催
に
よ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
５
日
（
土
）
受

１０

け
付
け
８
時
　
分
　
開
始
９
時

３０

▼
と
こ
ろ
　
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル

▼
定
　
員
　
　
名
（
中
学
生
以
上
）

８０

　
音
楽
を
一
定
の
目
的
を
も
っ
て
、

意
図
的
・
計
画
的
に
使
用
す
る
こ

と
を
音
楽
療
法
と
い
い
、
介
護
や

医
療
の
現
場
で
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
専
門
的
な
音
楽
療
法
で
は
な

く
て
も
、
音
楽
を
心
身
の
健
康
に

取
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
健
康
ポ
イ
ン
ト
も
貯

ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
９
月
９
日
（
月
）　
１４

時
～
　
時
１５

　
敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
８

月
上
旬
に
対
象
者
の
方
に
案
内
を

郵
送
し
ま
し
た
が
、
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
、
ま
だ
返
信
は
が

き
を
出
し
て
い
な
い
方
は
９
月
６

日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者
　
市
内
居
住
の
令
和
元

年
９
月
　
日
時
点
で
満
　
歳
以

１５

７５

上
の
方

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

３
２
１
３
）

▼
と
こ
ろ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

▼
テ
ー
マ
　
音
楽
療
法
っ
て
な

に
？

▼
講
　
師
　
音
ネ
ッ
ト
旭
川
　
清

水
　
ひ
ろ
こ
氏

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
利

用
希
望
の
方
は
、
参
加
申
込
の

際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

▽
長
沼
町
　
 照
 

て
る

 井
 　
い

 登
 
と

 喜
 
き

 子
 さ
ん

こ

か
ら
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
東
京
都
　
 浅
  野
 　

あ
さ
 
の

 三
  喜
  男
 さ
ん

み
 
き
 
お

か
ら

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

「高校野球」

田中　順子

「
か
べ
か
ざ
り
」

徳
永
　
結
菜

▼
持
ち
物
　
飲
み
物
・
ご
み
を
持

ち
帰
る
袋
・
筆
記
用
具
・
雨
具

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
　
月
３
日
（
木
）

１０

ま
で
に
郷
土
館
（
緯
４
３
～
２

１
３
１
）
へ
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
歌
志
内
の
ま
ち
の
は
じ
ま
り
に

つ
い
て
、
本
町
・
歌
神
地
区
を
中

心
に
村
役
場
の
あ
っ
た
場
所
や
、

中
央
小
学
校
跡
な
ど
を
実
際
に
歩

き
な
が
ら
学
び
、
終
了
後
は
石
炭

ス
ト
ー
ブ
を
使
い
モ
チ
を
焼
い
て

食
べ
ま
す
。

　
知
ら
れ
ざ
る
ま
ち
の
歴
史
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
　
月
６
日
（
日
）　

１０

１０

時
～
　
時
１２

▼
と
こ
ろ
　
本
町
・
歌
神
地
区

▼
集
合
場
所
　
郷
土
館
ゆ
め
つ
む

ぎ
▼
定
　
員
　
　
名
（
保
護
者
同
伴

２０

で
あ
れ
ば
幼
児
参
加
可
）

「ジオラマペンスタンド」

田中　悠太

「
歌
志
内
市
敬
老
会
」 
 

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

介
護
教
室

第
６
回
防
火
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

う
た
し
な
い
歴
史
散
歩

「
夏
」

澤
本
　
幸
子


